
古材は移動可能な棚として組上げられ , 地域の要求に即座に答える空
間を生み出す . ここでは地域住民らが古本などを持ち寄り , まちのラ
イブラリーが形成される . 書物以外にも地域にシェアしたいと思える
物品を持ち寄り , 地域の個性が滲み出す空間となる .

障壁としての堤防を観客席とし、海を望む新たな視点場へ

祭りの日に出現する、堤防をまたぐ階段

780

Case3. 屋台子山車

Case2. 堤防のテラス

既
存
堤
防

断面図　1:80

N既存住宅 既存住宅

自由に解体可能な棚が仲見世通の人 を々絡めていく

平面図　1:200

Case4. 井戸端コモンズズズCase4. 井戸端コモンズ

車輪のついた移動式屋台 . ハレやケの
様々なニーズに応える .

伊勢湾台風で切り離された街と海との関係 . 祭りの日に仮設的に作られる
ことで , 堤防という壁をなくし , 地域の記憶の中に海の記憶を取り戻す .

Case5. 瀬古道の物見台
「部分空家」となっている住宅の余剰部分を減築し , コモンズとしての物
見台を挿入する。堤防により阻害された海への眺望を取り戻しつつ , 山
車を見る空間にもなる .

亀崎では井戸は生活コミュニティの中心であった . 希薄になった地域住民
の関係を取り戻すため , 井戸を中心とし建物を繋ぐように空間モジュール
を挿入した .

素の状態

Case1. まちかど図書

・減築してできた吹き抜けを
モジュール階段が繋ぎ,空間
の主役になる.

・２階は集会や教室といった
静的活動を行う.テラスから
は中庭の活動が見える.

・モジュール化された材や
組み立てたものを搬出する.

亀崎モジュールによる空間
の中で加工.

中庭

仲見世通り

保管加工搬入

仲
見
世
通
り

展開集積

亀崎Hub A-A’断面図　S＝1:200

A A’

子どもたちの遊び場

加工

保管

中庭

チャレンジショップ

コミュニティスペース

コミュニティスペース

情報センター

搬入

搬出

仲見世通り

瀬古道

集積 展開

子どもたちの遊び場スペース.既存グリットと亀崎モ
ジュールのズレによって小さな空間をつくる.

PHASE 2

PHASE 1

PHASE ０空き家の段階的Hub化

集積システムの可視化

モジュール材を加工・保管・流通させる地域の拠点 日常生活に現れる山車コモンズ

材の加工場

拠点の多様化

子どもの遊び場

１Fではチャレンジショップなどの動的活動を行い,
２Fでは集会や教室などの静的活動を行う.

Case3. 屋台子山車

Case1. まちかど図書

Case2. 堤防のテラス

Case4. 井戸端コモンズ

Case5. 瀬古道の物見台

亀崎Hub1階平面図　S＝1:200

Base. かめさき Hub

PHASE 3

中庭

中庭

中庭

仲見世通り

仲見世通り

仲見世通り

瀬古道

瀬古道

瀬古道

⼭ ⾞     は時をまたぐや ま ぐ る ま

潮干祭の山車は瀬古道や「仲見世通り」を通過し、海に曳き下ろされる。平時は営み
の様子に明確な差があるが、ハレでは順路となるミチを中心として人々の賑わいで溢
れる。街路と海を中心とした街の構造が地域文化と深くかかわっている。

日常空間への表出

 「祭」という地域の核  

山車による「亀崎モジュール」2 3 4 亀崎Hub と山車コモンズによる新たな生活循環

潮干祭

山車を組み上げている様子

彫刻の修復

もやい結び

0 100[m]

仲⾒世通り

仲⾒世通り
瀬古道

〈凡例〉
⼭⾞の順路

N

地区平面図　1:4000

祭りを中心とした「仲見世通り」と「瀬古道」から成る街の構造

地縁と祭りの継承 -地域課題 -

潮干祭は地縁で強く結ばれた「組」組織や地域産業の支援による運営がされ
てきた。少子高齢化や家族形態の多様化に伴い地縁が崩壊すると潮干祭が伝
承されなくなり、地域文化は衰退する。

地縁で構成された「組」による運営 地縁が崩壊し、祭が衰退する。

潮干祭

地域産業（酒造・運送業など )
資金援助

潮干祭

地域産業（酒造・運送業など )
衰退による資金減 : 自然減

: 移住者

アドホックな住民の構築

モジュール化による新たな建築行為
組立（貫構造）3. 組立法や既存空間との関係から多様化する4.モジュールの導出1.

780*3780*2

52
5

材 a (105×105×L)

材 b(105×30×2355mm)

材 c(105×30×1575mm)

材 d(105×30×795mm)

ホゾ間 525mm

材のモジュール化2.

ハレとケの関係

亀崎Hub 山車コモンズ

集会所チャレンジ
ショップ 児童館

〈地域拠点〉モジュール材への加工

モジュール材の保管

〈地域拠点〉

解体材の管理

気軽に立ち寄れる
地域拠点・観光スポット

〈潮干祭の主な運営主体〉〈潮 祭 主
帰郷者 土着人

観光客 移住者

潮干祭への
新たな愛着

解体時

構築時

新しい地域コミュニティ

維持・管理・解体

日常空間に循環の様子が可視化される。

祭の伝承

〈机〉中板１枚の場合〈棚〉中板 3枚の場合

瀬古道が張り巡らされた住宅地には街の変化に取り残されたス
トックが点在する。モジュール空間の挿入によって、可変的な地
域コモンズとしての小スペースが生まれる。小スペースは未完結
の状態を保ちながらも地域住民の活動を受け入れ、また多重な街
の循環とともに変化を繰り返していく。

ハレとケをまたぎ、世代をまたぐコモンズへ。

厳密さ未完結性

ハレ

ケ

街のストック

コモンズの挿入

潮⼲祭断⾯図 1:100

仲見世通り道路幅
瀬古道道路幅

本提案では山車の寸法形態から 780×780×525mm
の単位で構成された「亀崎モジュール」を導き、組
立と分解で可変的な空間構成を可能にする。規格化
された材は加工や保管・管理が容易になるだけでな
く、住民の主体的な建築代謝を促す。取り残された
ストックにコモンズとしての空間が挿入され、新た
な街並みが形成される。

ゴマ (車輪 )掘りの様子

1

上山部床面　+4200 (525*8)

前山部床面　+2100 (525*4)

作用点（棍棒）　+1050(525*2)
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